
ＪＩＣＡ202１年度課題別研修「中米統合機構加盟国向け  

道の駅による道路沿線地域開発」コースはオンライン研修による 

受け入れを行いました。 
 

北海道開発局では、北海道開発の経験や知識を活かした国際協力活動として、平成４年度から独立

行政法人国際協力機構（JICA）と連携し、地域開発に携わる開発途上国の行政官を対象とした研修

員の受け入れを行っています。 

この度、受け入れを行った「中米統合機構加盟国向け 道の駅による道路沿線地域開発」コース

は、主に北海道の道の駅の取り組み事例を参考としながら、幹線道路沿線地域の開発計画が帰国研修

員のイニシアティブにより立案・実施され、地域住民の所得向上ひいては地域間格差の是正に貢献す

ることを目的としています。 

  

１．研修期間：２０２１年（令和３年）９月３日～１０月７日 

２．研修内容：件名 ＪＩＣＡ202１年度課題別研修「中米統合機構加盟国向け道の駅による道 

路沿線地域開発」コース 

       ：目的 主に北海道の道の駅の取り組み事例を参考としながら、幹線道路沿線地域の

開発計画が帰国研修員のイニシアティブにより立案・実施され、地域住民の

所得向上ひいては地域間格差の是正に貢献すること 

３．参 加 者：日 本 側 受託機関 一般社団法人 北海道開発技術センター（dec） 

コースリーダー 寒地土木研究所 松田 泰明 上席研究員  

：研修員側 エルサルバドル、ホンジュラス、ニカラグア、ドミニカ共和国、グアテ 

マラ ５カ国 12 名 

４．研修概要 

 （１）講義の様子 

当局は毎年度、道の駅による地域開発を理解する上で前提となる北海道総合開発の体制等

の講義と道の駅の現地視察を組み合わせた研修プログラムを提案し、研修に協力してきまし

た。２０２０年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、研修員が来日することができ

なかったことから、２０２１年度は来日研修の可能性を模索しましたが、新型コロナウイル

ス感染症が収束しなかったため、オンラインによる研修実施となりました。 

今年度当局が担当した３講義「ジェネラルオリエンテーション」「日本の行政システム」

「北海道総合開発の体制」はビデオ動画を作成し、事前のオンデマンド教材の視聴とリアル

タイムの質疑応答をミックスした講義構成としました。限られた時間で十分な成果が得られ

るよう、道の駅による地域開発の理解促進につながるような内容に情報を絞り込みました。

質疑応答では時間が足りなくなるほど研修員から活発に質問が出ており、非常に有益な講義

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本は中南米の各国と半日以上の時差があり、研修員は仕事の後に研修を受けている場合

が多く、１日の研修時間も２時間程度に限られました。このため、急な仕事で研修の参加が

遅れたり、研修を受けた後に質問ができる時間が限定されましたが、ビデオ動画を作成する

ことで、事前に都合に合わせた視聴ができ、質問も十分に対応していただけてよかったとい

う意見が多く好評でした。また、今回は現地事情に精通した日本人の専門家にも研修に参加

していただくなどニーズを踏まえた研修となるよう様々な取組を行いました。 

来日研修に比較してトータルの講義時間が圧倒的に少なく、現場体験が出来なかったにも

かかわらず、研修員の理解が深化し効率良く有益な研修を実現することが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）閉講式 

   今年度の研修は、研修時間が現地時間の夜であり、研修員も仕事が終わった後に研修に参

加していたため、職場の理解や時間調整など大変だったと思います。それでも１０月７日に

無事閉講式を迎え、研修員全員が修了証書を受け取ることができました。 

開発局の講義に質問する研修員の様子 

「北海道総合開発の体制」のビデオ講義の様子 



   今回は残念ながら日本を訪れることはできませんでしたが、いつか実際に日本を訪れて実

際の道の駅を見ていただきたいと思います。 

 

最後にみんなで記念撮影 


